
みなさん気持ちよく働けていますか？

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田) ＱＲコードに
アクセス！

働くルールの確立と、社会保障の拡充を

製品事故

最大の不良対策は作る物を減らすか単純化

することですね。設計でそれをやって欲し

い。

設計は新しいものを設計するので、何が問

題になるかわからない。なので、実際の試

験で、品証部門も含めての対応が必須だと

思います。

気持ちはわかるんですけどね、管理側と

実行部隊のなすりつけあいって感じもし

ます。どっちもどっちというか。

パワハラ

パワハラしている本人にその自覚がないんですが、どうし

たら自覚してくれるんでしょうか…。

どうしたらいいんでしょうね。うちも管理職研修でパワハ

ラの指導があったようですが、変わった気がしません。

パワハラについて何か明快な基準が必要だと思います。

ヒューマンエラー

ミスを報告しても過剰に責められないこととか職場で自由

にものが言えることが大事ですよね。そうなってほしい。

勇気を持って皆に伝えるしかないですね。

ミスを怒るなとか就業規則に書いて。

一つの工程を一人に任せると、思い込み

によるミスや見落としが出やすい気がし

ます。複数の目って必要です。

「そんなこともできないのか」「これまでやってきたん

だから…」あなたの職場にパワハラ上司はいませんか。ス

トレスが溜まり、うつや休職になったり、退職を強要され

るケースもあります。上司もゆとりがないのかもしれませ

んが、パワハラされる方はたまったものではありません。

会社が伸びる前に社員がつぶれてしまいます。

自社製品で事故が発生した場合は、原因を

検証して再発防止策を検討しますが、その結

果が「製品の品質改善」ではなく「管理のた

めの新しいルールを作る」ことが多くありま

せんか？原因の根本的な解決になっていない

ですよね。

その結果、問題が発生する度に新たなルー

ルが増え、仕事がやりづらくなっていきま

す。品質の作り込みが重要ではないでしょ

うか？

小さなミスの段階で対策すれば大事故防止に役立ちます。

アメリカの航空業界は、大事故をきっかけにミスを報告し

ても不利益にならない制度を作りました。

ソフトウェアの開発では、プログラム作成役と質問役を

設け、質問役はプログラム作成の方針や意図を質問し、作

成役は漠然と考えている事を説明する手法があります。作

成役が自分自身を客観視できます。

ヒューマンエラーを防ぎ気持ちよく働く為には、協力し

あって作業をする気風が不可欠です。職場で出来る事から

一つ一つ対策を講じては？
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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇
★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )



ルネサスエレクトロニクスの第一四半期決算は、売上高２９２０

億円で営業損益３億円赤字、経常損益３５億円赤字、純損益３３１

億円の赤字と発表しました。

連結指標は、総資産１兆１５１０億円、純資産３７３５億円、自

己資本比率３１．９％、有利子負債３７５４億円、従業員数４万８

７７８人となっています。

「１００日プロジェクト」内容は、マスコミ報道を総合すると、

グループ全体で約４万８０００人いる従業員のうち約４０００人を

削減し、外部への生産委託を増やし、設備が古く生産効率も低い工

場を閉鎖するか、規模を縮小することになりそうだ。２０１１年３

月期決算では、一連のリストラで生じる費用として約７７０億円の

特別損失を計上する。人減らしは、早期希望退職の募集に加え、出

資する３社が一定の人員を引き受ける方向で調整が進むとみられる。

赤尾泰社長は記者会見で「今年度中に意思決定し、リストラ費用を

計上できるようにしたい」と話したが、人員削減の方法や縮小・閉

鎖する拠点については「現段階では申し上げられない」となってい

ます。

ルネサス懇は、ＷＥＢで詳細な職場実態を掌握するため「アンケー

ト」を実施しています。ご協力をお願いします。

http://www.renesaskon.net/

長
時
間
労
働
を
生
む
３
６
協
定

８
月
４
日
（
水
）
ル
ネ
サ
ス
労
組
武
蔵
支
部

の
第
五
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
議
案
書
に
ゆ
と
り
あ
る
総
労
働
時
間
の

実
現
と
適
正
な
時
間
管
理
の
徹
底
の
項
目
に

「
３
６
協
定
の
見
直
し
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
見
直
し
と
は
、
３
ヶ
月
３
１
９
時

間
を
２
９
９
時
間
に
減
ら
し
た
と
な
っ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
３
ヶ
月
２
９
９
時
間
と
は
、

月
当
た
り
に
換
算
す
る
と
９
９
．
７
時
間
と
な

り
ま
す
。
こ
の
３
６
協
定
で
は
、
厚
労
省
の

「
過
労
死
基
準
」
を
大
幅
に
超
過
す
る
労
働
時

間
と
な
り
ま
す
。

武
蔵
支
部
の
年
度
平
均
の
残
業
時
間
実
態
調

査
は
、
「
時
間
管
理
者
が
３
３
．
８
時
間
」
で

あ
り
、
裁
量
勤
務
者
の
健
康
管
理
用
時
間
が
３

３
．
９
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
裁
量
勤
務
者

の
時
間
管
理
が
本
当
に
実
態
反
映
さ
れ
て
い
る

の
か
疑
問
の
声
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ル
ネ
サ
ス
武
蔵

寂
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

先
日
、
「
第
３
回
大
み
か
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
芸
能
人
を
呼
ん
で
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
は
な
し
で
、
何
と
も
寂
し
い
も
の
で
し
た
。

地
域
の
中
学
校
の
「
ソ
ー
ラ
ン
」
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
が
、
舞
台
が
会
場
の
隅
で
あ
っ
た
う
え
、

会
場
が
狭
く
混
雑
し
て
い
た
の
で
、
演
技
に
注

目
し
て
い
る
人
は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
舞

台
の
演
技
者
は
ど
う
受
け
止
め
た
の
で
し
ょ
う

か
。
少
し
気
の
毒
な
気
が
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
近
隣
の
事
業
所
と
比
べ

て
見
劣
り
す
る
。
（
情
制
）
社
発
足
の
年
で
業

績
も
良
い
の
だ
か
ら
、
お
金
か
け
て
盛
大
に
や

れ
ば
い
い
の
に
」
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

日
立
・
大
み
か

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
行
き
着
く
先
が
・
・
・

最
近
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
見
た
こ
と

も
な
い
日
立
工
機
の
動
力
工
具
が
販
売
さ
れ
て

い
る
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

ど
こ
の
職
場
で
だ
れ
が
作
っ
て
い
る
製
品
な
の

か
想
像
で
き
た
の
に
、
海
外
生
産
の
逆
輸
入
製

品
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
と
言
う
事
な
の
か
。

国
内
組
立
の
製
品
で
も
中
身
は
大
部
分
が
海
外

調
達
で
メ
イ
ド
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
と
言
う
の
も
変

な
話
だ
。
最
適
地
生
産
な
ど
と
利
益
優
先
だ
け

で
国
内
の
モ
ノ
作
り
は
ど
う
な
る
の
か
と
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

海
外
で
の
販
売
、
生
産
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と

だ
け
が
企
業
の
生
き
残
る
道
だ
と
強
引
に
推
し

進
め
て
も
、
円
高
だ
、
ユ
ー
ロ
安
だ
と
為
替
相

場
で
企
業
業
績
が
左
右
さ
れ
、
リ
ス
ト
ラ
が
繰

り
替
え
さ
れ
て
は
、
働
く
者
は
た
ま
っ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
立
工
機

業
務
見
直
し
で
人
材
を
大
幅
に
削
減
？

最
近
、
ユ
ー
ザ
ー
や
、
他
の
事
業
部
の
新
入

社
員
の
工
場
見
学
コ
ー
ス
に
、
自
動
倉
庫
の
説

明
が
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
説
明
を
し

て
い
る
人
は
孫
会
社
の
総
務
Ｇ
の
主
任
で
、
元

は
製
造
部
の
組
長
だ
っ
た
人
。
「
こ
の
自
動
倉

庫
に
新
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
か
ら
は
、
物
流

の
省
人
化
に
よ
り
６
０
％
の
人
員
が
削
減
さ
れ

ま
し
た
」
と
自
慢
げ
に
声
高
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を

し
て
い
ま
す
。
現
場
で
は
既
に
製
造
ラ
イ
ン
に

就
い
て
い
る
人
は
派
遣
社
員
ば
か
り
、
説
明
を

し
て
い
る
ご
本
人
も
現
場
を
負
わ
れ
て
今
は
ガ

イ
ド
役
に
。
隣
の
職
場
で
い
つ
も
説
明
を
聞
い

て
い
る
私
は
製
造
工
場
の
虚
し
さ
さ
え
感
じ
て

し
ま
い
ま
す
。

日
立
・
小
田
原

朝
鮮
人
強
制
連
行

今
年
は
「
韓
国
併
合
」
百
年
に
な
り
ま
す
。

朝
鮮
人
強
制
連
行
に
つ
い
て
は
、
歴
史
の
本
な

ど
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
地
道
な
調
査
に

よ
り
、
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

清
水
は
貿
易
港
と
し
て
、
朝
鮮
半
島
が
植
民

地
と
さ
れ
た
の
ち
、
朝
鮮
と
清
水
を
む
す
ぶ
定

期
航
路
が
ひ
ら
か
れ
て
い
ま
し
た
。
港
湾
を
管

理
す
る
会
社
に
よ
っ
て
、
軍
需
工
場
・
軍
施
設

へ
と
朝
鮮
人
労
働
者
を
派
遣
し
請
負
う
と
い
う

「
労
務
供
給
」

を
お
こ
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

軍
需
工
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
日
立
製
作
所
清

水
工
場
に
つ
い
て
も
、
「
建
設
材
料
の
取
扱
、

運
搬
、

場
内
作
業
」
と
労
務
内
容
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

九
州
の
炭
鉱
へ
強
制
連
行
さ
れ
、
の
ち
に
逃

走
し
て
清
水
に
来
た
朝
鮮
人
の
証
言
に
よ
れ
ば

「
日
立
清
水
工
場
の
石
垣
積
み
の
仕
事
を
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
現
在
で
も
、
構
内

に
石
垣
は
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
強
制
連
行

さ
れ
た
朝
鮮
人
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も
の
か
と

思
う
と
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
清
水

●経済状況次第で
就職状況が変わるなんて…

私の職場の若い人はそんなことはないと思いますが、結構就

職状況が悪化しているため、就職のために大学に残る、また、

就職のために資格を取るなどのことで、必死になって就職活動

をしている人が多いとの話です。そのような中で必死な思いで、

会社を受けて受かってきた人たち。私も、幸い就職状況がよく

なったところだったので、入社出来ましたが、そうでなければ

厳しかったに違いありません。

当然、入りにくいだけに、入社できたら必死で守ろうとしま

す。そのような状況で、若い人たちから建設的な意見など出る

はずもありません。我々が置かれた状況などを会社はしっかり

考えていってほしい

なと思います。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

ルネサスエレで４０００人削減


